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１ 橋村電材株式会社の事業概要  

 
（１） 事業者名及び代表者名 
   橋村電材株式会社 代表取締役社長 高橋 明典 

 

 

（２） 所在地 
① 本社工場 〒194-0035   東京都町田市忠生 1-18-1 

② 第二工場 〒194-0035   東京都町田市忠生 2-31-16 大和ビル 1 階 

③ 事務所・倉庫 〒194-0035  東京都町田市忠生 2-31-16 大和ビル 2 階 

 

（３） 環境管理責任者 
   業務部  戸田 純子 

 

 

（４） 担当者連絡先 
   〒194-0035   東京都町田市忠生 2-31-16 大和ビル 2 階 

      業務部 戸田 純子 

   TEL : 042-793-5434  FAX : 042-791-6069 

      E-mail : info@hashimura.co.jp 

 

 

（５） 事業概要 （2021 年 10 月 1 日現在） 

   主な事業 ： 工業用プラスチック製品の製造販売、樹脂素材の切削加工 

資本金  ： 1,000 万円 

従業員数 ： 18 人 

床面積   ： 552.52m2  

 

 

（6） 認証登録の範囲 当社事業活動の全活動 
環境活動レポートの期間・・・2021 年 10 月 1 日～2022 年 9 月 30 日 

環境活動レポートの発行日・・2022 年 12 月 8 日 

次回環境活動レポートの作成予定日・・・2023 年 12 月 20 日 
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２ 環境保全管理体制  

 

 

橋村電材株式会社 環境管理組織図 

 

 
 

（2021 年 10 月 1 日現在） 
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３ 環境方針  

 

～橋村電材株式会社 環境方針～ 
 

＜基本方針＞ 

弊社は地域及び地球環境の維持、向上に努めることを社会的責務と認識し、従業員並びに地

域住民をはじめとした関係する人々の生命、健康、財産を守り社会との共存共栄を図ると共

に、事業活動における継続的改善・環境改善を推進します。 

 

 

＜行動指針＞ 

１、無事故無災害の事業活動を継続し、従業員並びに地域住民の安全と健康を確保する。 

 

２、事業活動の全域で省資源、省エネルギーの推進に努める。 

以下の 3 点は主な実施事項として取り組む 

① 廃棄物の削減及びリサイクルの推進 

② 消費エネルギー（自動車燃料、電力、ガス、水資源）の削減 

③ 環境への負荷が少なく、環境保全に役立つ製品の優先的な購入 

(グリーン購入の推進、梱包資材のリサイクルと購入量削減) 

 

３、環境に関する法律、条例、その他要求された事項を順守する。 

 

４、社内での環境教育、広報活動を実施し、全社員の環境問題に対する意識向上を図る。 

 

 

 

 

2021 年 10 月 1 日 
橋 村 電 材 株 式 会 社 

  代表取締役社長        
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４ 環境保全目標  

2021 年度の実績より算出した温室効果ガス排出量、及び廃棄物の削減を目標設定した。 

【購入電力の排出量係数は環境省報道発表(令和 3 年 7 月 19 日)による東京電力エナジーパートナーの係数=0.457kg  

CO2/kWh を用いました。 

目的 目標 実施施策 2021年実績 2022年計画

空調機器のコントロール

照明機器のコントロール

機械未使用時の電源オフ徹底

エコドライブの実践

自社配達比率の圧縮

低燃費営業車の更なる導入

灯油使用量削減 暖房機器のコントロール
97.49
 (L)

2021度比  1%削減
(目標数値)

96.51L

LPGガス使用量削減 給湯器のコントロール 45.40(m³)
2021年度比　 1%削減

(目標数値)
44.95m³

水使用量削減 食堂、トイレの節水 306.5(m³)
2021年度比  1%削減

(目標数値)
303.4m³

廃棄物削減 混合物（サーマル） 11.05(t)
2021年度比  1%削減

(目標数値)
10.94t

リサイクル 資源プラ（マテリアル） 1.32(t)
2021年度比  1%削減

(目標数値)
1.31t

紙くず、ダンボール ペーパーレス化の推進 0.71(t)
2021年度比  1%削減

(目標数値)
0.70t

コピー用紙購入量の削減  0.385(t)
2021年度比  1%削減

(目標数値)
0.381t

梱包材購入量の削減  0.298(t)
2021年度比　 1%削減

(目標数値)
0.2950t

エコ活動 従業員への意識付け グリーン購入の推進 163点/年間 常に意識

81087.91
(kg-CO2)

2021年度比　1%削減
(目標数値)

80277.03kg-co²
二酸化炭素排出量

136.613
(Kwk)

2021年度比  1%削減
(目標数値)

135.246kWK

自動車燃料使用量節減
1400.60

 (L)

2021年度比  1%削減
(目標数値)
1386.594L

環境保護 資源使用量の削減

廃棄物削減

省エネ活動

電力使用量削減
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５ 環境保全活動取り組み実績と評価  

レポート改訂に当たり、10 月 1 日から 9 月 30 日までの一年間の目標と実績を確認した。 

以下はその実施内容、及び活動実績、年度数値計画との比較を表でまとめた。

目的 目標 実施施策及び内容 活動実績 2022年度計画

2022年度実績

(2021.10.1～
2022.9.30)

評価

空調機器のコントロール

(冬期設定温度 22°夏季設定温度

26°)

朝の始業前とお昼休み終了後に全空調機

器の設定温度、室内温度を確認。

機械未使用時の電源OFF

(工作機械、PC、検査機器など)

お昼休み時と業務終了時にチェ ックリスト

を 使用し確認。 135.246 184.083

照明機器のコントロール

(不在時の電源OFF徹底)

食堂および検査室の未使用時電源オフを

徹底。
(単位 :  k Wh) (単位 :  k Wh)

エコドラ イ ブの実践

(駐車中アイ ドリングオフの徹底)

各営業車を使用するものに意識付けを 図

る と共に実践。

自社配達比率の圧縮

（宅配発送の比率アップ）
納期管理と効率発送を心がける。 1386.594 1,401.96

保有車両の見直し

(平成17年規制適合車の使用)
ハイ ブリッド等の低燃車の導入。 (単位 :  l ) (単位 :  l )

灯油使用量削減
暖房機器のコントロール

(使用時間　AM8:00～AM10:00

PM15:00～PM19:00)

使用時間の徹底を図る。 96.51
(単位 :  l )

0 .00
(単位 :  l )

◎

LPGガス使用量削減
給湯器のコントロール

(未使用時の元栓OFF徹底)
使用頻度の削減を図る。 44 .95

(単位 :  m ³ )

41 .40
(単位 :  m ³ )

◎

水

資

源

水使用量削減
台所、トイ レの節水

(出しっぱなし厳禁)
会議での意識付けを図る。 303.4

(単位 :  ｍ ³ )

331.0
(単位 :  ｍ ³ )

〇

混合物（サーマル）
在庫管理表を作成し端材の有効活用に取

り組む。
10.94
(単位 :  t )

11 .67
(単位 :  t )

△

資源プラ （マテリアル）

再利用が可能な端材、切削屑、およびPP

バンドやビニール袋を分別収集する こと

で一般廃棄物の削減に取り組む。

1 .31
(単位 :  t )

0 .34
(単位 :  t )

◎

ペーパーゴミ削減 紙くず、ダンボール処理
社内使用の文書には裏紙を使用するな

ど、用紙使用量の削減を図る。
0 .70

(単位 :  t )

0 .34
(単位 :  t )

◎

コピー用紙使用量の削減

（ペーパーレス化の推進）
用紙保存文書のデータ化を進める。 0 .381

(単位 : t )

0 .175
(単位 :  t )

◎

梱包材購入量の削減

（段ボールの再利用）
簡易包装と段ボールの再利用の徹底。 0 .295

(単位 :  t )

0 .326
(単位 :  t )

〇

エ

コ

活

動

従業員への意識付け グリーン購入の推進 会議での意識付けを図る。 常に意識 171点/年間 〇

80277.03
(単位 :  k g -CO 2)

87502.68
(単位 :  k g -CO 2)

△

△

〇

廃
棄
物
削
減

廃
棄
物
最
終
処
分
量

廃棄物削減

　　評価欄記号の意味＝「◎」かなりできた　「○」注意することはできた　「△」注意はしたが不満足な結果　「×」未着手

省
　
エ
　
ネ
　
活
　
動

購
入
電
力

電力使用量削減

自動車燃料使用量節減

化
石
燃
料

環
境
保
護

資源使用量の削減

二酸化炭素排出量
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＜目標に対する実績評価-2021.10.1～2022.9.30＞ 

計画達成率

購入電力 73.5%

自動車燃料 98.9%

水資源投入量 上水 91.6%

廃棄物最終処分量 最終処分量 93.7%

温室効果ガス排出量 二酸化炭素 91.7%

※計画達成の定義・・・計画値を実績で割ったものに100％かけたもの

トータルで見ると概ね達成している

不用品、不要在庫の処分
過去の製造図面や注文書等の整理

項目 内容分析

総エネルギー投入量
第1、第2四半期の建屋工事による

適切な使用回数

コロナ対策の為のこまめな手洗い、うがいの実施
品質保持の為の超音波洗浄の実施

 

＜担当者総括＞ （今年度総括と次年度の取組に向けて） 

 

 今年度は第一工場内外の改修工事、ならび新規機械（マシニングセンター）1台が導入された

ことにより、冬場の電力使用量と残業時間の大幅増加が発生した。加えて夏場は『夏の時期の長

期化』、『天候の不安定化』により、空調を使用する頻度が例年よりも高くなった。それにより電

力使用量の環境活動実績が、計画達成 73.5％となっている。 

しかし売上を見ると、前年比約 128％、国内生産率は前年比 111%となった。電力使用量の環境

活動計画値に対する目標達成はできなかったが、売上前年比と、電力使用量以外の項目では計画

に対して 100％に近い数値であることを鑑み、トータルとしてより効率的な生産活動が出来たの

ではないかと考えられる。 

 

毎年 1パーセント削減を目標に取り組んでいるが、今後も続くであろう電気料金の値上がりを

考えると、現状のような『削減ありきの環境活動』で一喜一憂するのではなく、製造内容や従業

員のワークライフバランスに焦点を当てて取り組んでいく時期に入ってきたのではないかと感じ

ている。 

働き方改革と省エネ活動は、弊社にとっていずれも最重要課題であり、その源はリンクしてい

るように思う。残業時間の見直し、時差勤務.交代勤務等の柔軟な働き方、各部署での多能工化

の推進によって、電力使用量の削減が可能になるのではないだろうか。同時に従業員の心身の健

康状態にとっても良いといえる。弊社のような少規模の事業所では、採用を頻繁に行うことは出

来ず、一人一人の人材を大切にしていく必要がある。 

弊社では昨年から、独自の QMS に準拠したシステムの構築を行っており『ムリ、ムダ、ムラ』

を出来るだけ削減する効率的な業務運営を目指している。来期は、働き方改革と省エネ活動にお

いて、この重要性.メリットを従業員が認識できるよう積極的に声をかけていきたい。 
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６ 環境保全目標  

一昨年、「前年度との比較」と言う新たな基準を設けたが、ここ数年内にもさらなる設備更

新、増強や働き方の見直しが計画されていることから今期以降も前年度との比較、また 2 年後 3

年後は前年目標の 1%削減という計画値を設定する。

目的 目標 実施施策 2022年実績 2023年計画 2024年計画 2025年計画

機械未使用時の電源オフ徹底

空調、照明機器のコントロール

協力工場での加工比率拡大

エコドライブの実践

自社配達比率の圧縮

低燃費営業車の更なる導入

灯油使用量削減 暖房機器のコントロール
 0

  (L)

2022年度比

1% 削減

(目標数値)

0.0L

2023年度比

1% 削減

(目標数値)

0.0L

2024年度比

1% 削減

(目標数値)

0.0L

LPGガス使用量削減 給湯器の使用頻度抑制
41.40

(m³)

2022年度比

1% 削減

(目標数値)

40.99m³

2023年計画比

1% 削減

(目標数値)

40.58m³

2024年計画比

1% 削減

(目標数値)

40.17m³

水使用量削減 食堂、トイレの節水
331.0

(m³)

2022年度比

1% 削減

(目標数値)

327.7m³

2023年計画比

1% 削減

(目標数値)

324.4m³

2024年計画比

1% 削減

(目標数値)

321.2m³

廃棄プラスチック 不良品の撲滅
11.67

(t)

2022年度比

1% 削減

(目標数値)

11.55t

2023年計画比

1% 削減

(目標数値)

11.43t

2024年計画比

1% 削減

(目標数値)

11.32t

リサイクルプラスチック 再利用できる廃プラ分別の徹底
0.34

(t)

2022年度比

1% 削減

(目標数値)

0.34t

2023年計画比

1% 削減

(目標数値)

0.34t

2024年計画比

1% 削減

(目標数値)

0.34t

段ボール・用紙 ペーパーレス化の推進
0.34

(t)

2022年度比

1% 削減

(目標数値)

0.34t

2023年計画比

1% 削減

(目標数値)

0.34t

2024年計画比

1% 削減

(目標数値)

0.34t

コピー用紙購入量の削減
0.175

(t)

2022年度比

1% 削減

(目標数値)

0.173t

2023年計画比

1% 削減

(目標数値)

0.171t

2024年計画比

1% 削減

(目標数値)

0.169t

梱包用段ボール購入量の削減
  0.326

(t)

2022年度比

1% 削減

(目標数値)

0.323t

2023年計画比

1% 削減

(目標数値)

0.32t

2024年計画比

1% 削減

(目標数値)

0.317t

エコ活動 グリーン購入の推進 環境に配慮した製品の優先購入 171点/年間 169点/年間 167点/年間 165点/年間

環境保護 資源使用量の削減

廃棄物削減

2024年計画比

1 % 削減

(目標数値)

178.912kWh

2024年計画比

1 % 削減

(目標数値)

1360.32L

2022年度比

1 % 削減

(目標数値)

182.242kWh

2023年計画比

1 % 削減

(目標数値)

180.420kWh

2022年度比

1 % 削減

(目標数値)

1387.94L

2023計画比

1 % 削減

(目標数値)

1374.06L

省エネ活動

電力使用量削減
184.083

(kWh)

自動車燃料使用量節減
1401.96

(L)
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７ 環境関連法規制の順守状況、訴訟の有無  

 
① 環境関連法規制 
＜主な適用法規＞ 

○廃棄物処理法 ○騒音規制法 ○振動規制法 ○改正フロン法 

○下水道法及び町田市下水道条例 ○東京都環境確保条例 

 上記の法規に対する遵守状況の評価を本社工場については 2009 年 3 月 17 日、第二工場につ

いては 2016 年 2 月 24 日に町田市環境保全課ご担当者様立会いのもとに行い、すべての法規制

などの違反が無いことを確認している。 

 また 2021 年 10 月 1 日に上記の法規順守状況の社内監査を実施し、違反が無いことを再度確

認した。 

② 訴訟などの有無 
訴訟や近隣からの苦情は無い。 

また関係当局より違反などの指摘は過去 3 年間無い。 

 

８ 代表者総括  

2008 年にエコアクションの認証を取得し、当時は「社長が何かやっている」と従業員全員が他

人事ととらえていたこの活動が、現在では「単に目標数値を追う活動」ではなく、「資源を有効

活用しながら、社業の発展につなげる」という全社活動につながってきた。 

 昨年の総括にも記載したが受注生産企業である弊社は「受注量が減る」＝「二酸化炭素排出量

が減る」、「受注量が増える＝二酸化炭素排出量が増える」という構造にあり、今期のように受注

量が増加した期間は増加せざる負えないもの以外でどう全体の二酸化炭素排出量を削減するか？

を考え行動にできた。またコロナウイルスの長期化やロシアによるウクライナ侵攻など経済活動

の不透明さが、需要に与える影響を考慮し、高騰するエネルギー資源をどう効率的に活用できる

のか、を昨年以上にしっかりと考えていかねばならないと考えている。 

 零細企業である弊社が多額の予算を自前で調達し、エネルギー使用効率の高い設備や低燃費社

用車を一斉に導入・更新することは不可能であるが、経営者としては様々な補助金、助成金など

を活用しつつ、この活動への予算を減らすことなく今後も継続的に二酸化炭素の排出量削減活動

を進めていきたいと考えている。 

また全従業員がこの活動に対し更なる理解を深めるため来季より担当者の増強を図り、全社で

協力体制の強化を図っていこうと考えている。また現在の活動に対する熱意を維持すべく代表者

として今後もリーダーシップをとっていきたい。 

 

 

 

以上 


